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図 1 三菱リージョナルジェット（MRJ） 
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3. CFD 解析コード 
MRJ 開発には主に東北大学の非構造格子ソルバーTAS（Tohoku University Aerodynamic 
Simulation）コード[1-5]を使用している。主に 3次元の圧縮性・粘性流体に本ソルバーを適用し








   






る解析適用例を紹介する。解析例は機体表面の Cp分布として示す（図 6については流線）。 
  
表面格子及び対称面格子 
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      図 4 着陸形態（脚下げ状態）         図 5 舵面操舵形態 
 
図 6 スラスト・リバーサー作動状態 






等に対して CFD解析を適用した（図 7,8参照）。 










      
CFD 解析例                   実機 
 
       
図 7 RAT展開状態 
        
 
図 8 脚扉開形態（不時展開時） 




















   圧力ベルトなし    圧力ベルトあり 
      CFD 解析例（主翼上面）             実機（主翼下面） 
 
図 9 圧力ベルトの影響評価（主翼） 
      
CFD 解析例                   実機 
 
  図 10 フラッター加振装置の影響評価（主翼） 
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